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議会を傍聴してみよう
＼お越しください！／

Q1  何歳から傍聴ができるの？

A1  何歳からでも可能です。

Q2  会議中に話をしたり、議員に拍手や声援を送ってもいいの？

A2   騒ぎ立てて議事の妨害をする、拍手などで可否の表明をすることはできません。携帯電話の電源
もお切りください。詳細は議会傍聴のご案内をご確認ください。

Q3  傍聴するにはどうしたらいいの？

A3 ① 議会の当日に市役所
４階の議会事務局に
お越しください。

③ ５階の傍聴席入口からお入りください。
　閲覧用資料もご覧いただけます。

② 傍聴人名簿に記入し、
傍聴券と資料をお受け
取りください。

④ お帰りになる際には、
傍聴券を議会事務局ま
でお戻しください。

議会からのお知らせ 議会の構成を変更しました

文教厚生委員会委員長………門間淑子　議員
瑞穂斎場組合議会議員………櫻沢裕人　議員
羽村市都市計画審議会委員…金子ひとみ議員
議会の構成は市公式サイト「議員役職名簿」でもご覧いただけます。

※ 詳細は市公式サイト「議会傍聴
のご案内」をご覧ください。

▼議員役職名簿

◆ 会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、
議会活動を行う上での基礎となります。
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令和６年２月１日～令和６年４月３０日の主な活動

2月
１日 ▪ 三多摩上下水及び道路建設促進協議会第１

委員会
２日 ▪ 令和６年第１回瑞穂斎場組合議会定例会
５日 ▪ 第62回東京都市議会議長会議員研修会(府

中の森芸術劇場)
６日 ▪ 令和６年第１回議会運営委員会
 　　　▪ 令和６年第１回羽村・瑞穂地区学校給食組

合議会定例会
７日 ▪ 令和６年第１回西多摩衛生組合議会定例会
８日 ▪ 令和６年第１回羽村市議会臨時会
　　 ▪ 第37回羽村市都市計画審議会
10日 ▪ 総務委員会市民インタビュー(らいむぎハ

ウス)
13日 ▪ 東京都市議会議長会理事会・定例総会
15日 ▪ 令和６年第１回青梅、羽村地区工業用水道

企業団議会定例会
16日 ▪ 第６回議会改革推進委員会
19日 ▪ 令和６年第１回福生病院企業団議会定例会
20日 ▪ 第２回議会運営委員会
21日 ▪ 令和６年第１回東京たま広域資源循環組合

議会定例会
28日 ▪ 第１回羽村市議会定例会（初日）
29日 ▪ 第１回羽村市議会定例会（２日目）

3月
１日 ▪ 第１回羽村市議会定例会（３日目）
４日 ▪ 一般会計等予算審査特別委員会（補正予算）
５日 ▪ 第３回議会運営委員会
　　　▪ 第１回羽村市議会定例会（４日目）
　　 
７日 ▪ 第１回環境まちづくり委員会
８日 ▪ 第１回総務委員会
　　　▪ 第２回文教厚生委員会
12日～14日
 　　　▪ 一般会計等予算審査特別委員会（当初予算）
18日 ▪ 基地対策特別委員会所管事務調査「令和５

年度版羽村市と横田基地」
21日 ▪ 第４回議会運営委員会
　　 ▪ 第７回議会改革推進委員会
22日 ▪ 令和６年第１回羽村市土地開発公社評議員

会
25日 ▪ 第１回羽村市議会定例会（最終日）
　　 ▪ 第２回議員全員協議会
27日 ▪ 第３回広報委員会

4月
９日 ▪ 第４回広報委員会
15日 ▪ 令和６年第１回羽村・瑞穂地区学校給食組

合議会臨時会
16日 ▪ 横田基地周辺５市１町議長会
17日 ▪ 東京都市議会議長会理事会・臨時総会
24日 ▪ 第８回議会改革推進委員会
　　 ▪ 第３回文教厚生委員会
25日 ▪ 関東市議会議長会第90回定期総会

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に
関係する会議や視察、研修などにも出席しています。
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行政視察報告
〈
大
阪
府
河
内
長
野
市
〉

地
域
住
民
主
体
の

運
営
体
制
を
構
築
し
て
い
る

南
花
台
モ
ビ
リ
テ
ィ

�

「
ク
ル
ク
ル
」に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
向
け
て

　
河
内
長
野
市
は
地
域
住
民
が
主
体
と

な
り
、
電
動
カ
ー
ト
を
活
用
し
た
安
全

性
の
高
い
移
動
支
援
で
あ
る「
ク
ル
ク

ル
」を
運
行
し
て
い
る
。「
の
り
あ
い
」

か
ら「
ふ
れ
あ
い
」へ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

１
月
25
日
～
26
日
に
、
大
阪
府
河
内
長
野
市
と
大
阪
府
堺
市
を
視
察
し
ま

し
た
。

の
交
通
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
住
民
主
体
で
運
行
し
、
約
60
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
と
添
乗
者
の
２
人
で
安
全

運
転
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
買
い
物
し

た
荷
物
を
玄
関
ま
で
運
ん
で
あ
げ
る
な

ど
、
高
齢
者
の
生
活
を
手
助
け
す
る
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。
開
放
的
な

カ
ー
ト
で
ゆ
っ
く
り
走
行
す
る
こ
と
で
、

行
き
交
う
住
民
と
気
軽
に
あ
い
さ
つ
や

話
が
で
き
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
増
え

た
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
が「
ク
ル
ク
ル
」の

運
転
や
予
約
受
付
を
自
ら
行
う
こ
と
で

持
続
可
能
な
取
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。

取
組
み
の
効
果

　

移
動
手
段
を
一
つ
の
題
材
と
し
て
、

地
域
住
民
が
参
画
し
、
関
わ
り
が
深
ま

り
、
広
が
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
も
の

だ
っ
た
。

グ
シ
テ
ィ
団
地
再
生
モ
デ
ル
事
業
を
立

ち
上
げ
た
。
こ
の
事
業
で
地
域
住
民
主

体
の
公
民
学
連
携
体
制
の
構
築
と
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
多
世
代
と
つ
な
が
り
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
元
気
に
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
取
り
組
ん
で

い
る
。

地
域
住
民
主
体
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
元
年
度
に

環
境
省
の「
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
等
を
活
用
し

た
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
効

果
的
導
入
実
証
事
業
」の
採
択
を
受
け
、

南
花
台
モ
ビ
リ
テ
ィ
「
ク
ル
ク
ル
」の

実
施
事
業
を
開
始
。

　
「
ク
ル
ク
ル
」は
、
環
境
に
配
慮
し
た

低
速
電
動
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
低
床
で
乗
り
降
り
し
や
す
く

オ
ー
プ
ン
で
開
放
感
の
あ
る
乗
り
物
に

し
た
。
料
金
は
１
回
１
０
０
円
で
、
多

く
の
住
民
か
ら
親
し
ま
れ
、
外
出
の
際

外
出
を
促
し
地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
成

功
し
て
い
る
。
羽
村
市
も
町
内
会
の
加

入
率
の
低
下
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
構
築
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
先
進
的
事
業
を
視
察
し
た
。

河
内
長
野
市
の
取
組
み

　
河
内
長
野
市
南
花
台
地
区
は
、
山
を

開
拓
し
、
戸
建
て
住
宅
の
団
地
と
し
て

開
発
し
て
か
ら
約
40
年
が
経
過
。
近
年

は
転
出
等
で
子
供
世
代
が
減
少
の
一
途

を
辿
り
、高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
空
き
家
・
空
き
地
の
増

加
、
ま
ち
の
担
い
手
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
縮
小
、
公
共
施
設
や
公
共
交
通
、
商

店
等
の
維
持
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
全

国
で
も
共
通
す
る
課
題
が
表
面
化
し
て

き
た
。

　
そ
こ
で
南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン

総
務
委
員
会

行
政
視
察
報
告

▲モビリティ「クルクル」

▲ クルクルの受付。利用者やボ
ランティアが語らえる場でも
ある。

▼ 左から冨松委員、馳平委員、濱
中委員長、鈴木副委員長、中嶋
委員、野崎委員
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行政視察報告

〈
大
阪
府
堺
市
〉

自
治
体
に
お
け
る

ナ
ッ
ジ
の
活
用
に
つ
い
て

～
環
境
行
動
変
容
ナ
ッ
ジ
及
び

�

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業
か
ら
～

「
ナ
ッ
ジ(

Ｎ
ｕ
ｄｇ
ｅ)

」と
は

　
ナ
ッ
ジ
と
は
「
人
々
の
選
択
肢
を
奪

う
こ
と
な
く
、
環
境
を
整
え
る
（
デ
ザ

イ
ン
す
る
）
こ
と
で
、
本
人
や
社
会
に

と
っ
て
望
ま
し
い
行
動
を
す
る
よ
う
に

そ
っ
と
後
押
し
す
る
手
法
」
で
あ
る
。

　
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
人
は
行
動
す
る

の
か
、
と
い
う
問
題
に
新
た
な
解
決
策

を
提
示
し
た
も
の
で
、
昨
今
、
雑
誌
や

テ
レ
ビ
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

堺
市
の
取
組
み

　
堺
市
は
、
大
阪
府
の
中
南
部
に
位
置

す
る
政
令
指
定
都
市
。
世
界
最
大
の
墳

墓
で
あ
る
仁
徳
天
皇
陵
古
墳（
前
方
後

円
墳
）が
あ
る
。

　
現
在
、
複
数
の
製
油
所
や
火
力
発
電
所
、

都
市
ガ
ス
製
造
工
場
、
液
体
水
素
製
造

工
場
が
集
積
す
る
な
ど
、
多
量
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
都
市
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
堺
市
は
ナ
ッ
ジ
を
活
用
し
た

環
境
行
動
変
容
事
業
を
実
施
。
ポ
イ
ン

ト
手
法
を
活
用
し
た「
堺
エ
コ
ラ
イ
フ

ポ
イ
ン
ト
事
業
」と
ナ
ッ
ジ
手
法
を
活

用
し
た「
堺
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ｓ
の
設
置
」で
あ
る
。

２
つ
の
環
境
行
動
変
容
事
業

　
「
堺
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
脱
炭
素
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
民
が
行
っ
た
環
境

行
動
の
実
践
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
環
境
講
座
・
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
は
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
、
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
へ
の
食
品
寄
付
は

８
０
０
ポ
イ
ン
ト
付
与
さ
れ
、
貯
め
た

ポ
イ
ン
ト
は
、
１
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
＝

１
０
０
円
と
し
て
、
７
種
類
の
電
子
マ

ネ
ー
の
中
か
ら
好
き
な
も
の
に
交
換
で

き
る
。

　
こ
の
取
組
み
で
令
和
５
年
度
は
、
Ｃ

Ｏ
２
約
２
１
２
ト
ン
、
ご
み
は
約
22
・

６
ト
ン
削
減
と
な
っ
た
。

　
「
堺
市
環
境
行
動
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ｓ
」は
堺
市
環
境
局
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
あ
る
。
環
境
施
策

へ
の
ナ
ッ
ジ
反
映
の
促
進
と
、
ナ
ッ
ジ

活
用
を
庁
内
外
へ
波
及
さ
せ
、
行
動
デ

ザ
イ
ン
の
普
及
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
令
和
３
年
８
月
に
設

置
し
、
全
国
の
自
治
体
初
の
環
境
分
野

特
化
型
ナ
ッ
ジ
・
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
堺
市
環
境
局
本
庁
課
は
、
複
合
機
の

印
刷
枚
数
削
減
を
目
的
に
ナ
ッ
ジ
を
活

用
し
た
取
組
み
を
行
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
①
複
合
機
に
１
人
１

日
あ
た
り
の
印
刷
可
能
枚
数
を
強
調
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
掲
示
、
②
紙
類
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
小
型
化
を
実
施
し
た
。

こ
の
結
果
、
①
は
有
効
な
効
果
を
確
認

で
き
な
か
っ
た
が
、
②
の
枚
数
削
減
率

に
つ
い
て
は
、
前
年
の
同
月
と
比
較
し

て
約
27
ポ
イ
ン
ト
の
削
減
効
果
が
み
ら

れ
た
。

羽
村
市
の
こ
れ
か
ら

　
ナ
ッ
ジ
で
市
民
が
自
由
な
選
択
を

奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
環
境
に
と
っ
て
、

よ
り
望
ま
し
い
行
動
を
自
発
的
に
と
る

社
会
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
が
参
考
に

な
っ
た
。

　
ま
た
、
ナ
ッ
ジ
が
広
が
っ
て
い
る
最

大
の
理
由
は
楽
し
い
か
ら
だ
。「
楽
し

い
」と
い
う
感
情
は
、
人
の
行
動
を
変

え
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　
現
在
、
羽
村
市
は
厳
し
い
財
政
制
約

や
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
行
政
課
題
に

直
面
し
て
い
る
。
費
用
対
効
果
、
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）と
の

親
和
性
も
高
い
ナ
ッ
ジ
の
活
用
は
、
今

後
も
っ
と
期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

▲視察報告書

▲ 印刷物を出力する直前の
働きかけ（①の取組み）

▲ 紙類のリサイクルボックスを小型化
（②の取組み）
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議会を見よう！知ろう！
～次の定例会は６月～

以下の方法で議会をご覧いただけます。

議場で傍聴　ライブで！
当日、市役所4階の議会事務局にお越しく
ださい。

1

ケーブルテレビで生中継
多摩ケーブルネットワーク（TCN）で、本会
議の様子を生中継でご覧になれます。放
送日は横のカレンダーをご参照ください。

2

会議録で読む
会議終了後２か月程度で会議録ができあ
がります。冊子または、羽村市公式ウェ
ブサイトから見ることができます。

4

インターネットで録画中継
開催日の３日後（土・日曜日、祝日を除く）
から、インターネットで録画中継を見る
ことができます。

3

■陳情〆…請願・陳情の６月定例会審議予定分の締切
■議運…議会運営委員会
■常任委…常任委員会（総務、環境まちづくり、文教厚生）
■予特（補正）
…一般会計等予算審査特別委員会（令和６年度補正予算）
※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

しぎかいカレンダー
●第2回定例会(6月)の予定●

日 月	 火	 水	 木	 金 土

	 	 	 	 5 /30	31	 6 /1	

2	 3	 4	 5	 6	 7	 8

9	 10	 11	 12	 13	 14	 15

16	 17	 18	 19	 20	 21	 22

23	 24	 25	 26	 27	 28	 29

30

陳情〆

本会議

常任委

本会議

本会議

本会議

予特
（補正）

議運

常任委

議運

本会議

市
議
会
に
は
定
例
会
と
臨
時
会
が
あ
り
ま

す
。
第
１
回
定
例
会（
３
月
）で
は
、
本
会
議
、

常
任
委
員
会
の
ほ
か
、
一
般
会
計
等
予
算
審

査
特
別
委
員
会
が
３
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和

６
年
度
の
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、

令
和
６
年
度
の
羽
村
市
の
施
策
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
、
委
員（
議
員
）が
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
活
発
な
質
疑
を
行
う
な
ど
、
充
実
し

た
審
査
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。

こ
の
審
査
の
内
容
は
４
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
号
は
裏
表
紙
だ
け

で
な
く
、
20
ペ
ー
ジ
に
も
傍
聴
の
ご
案
内
に

つ
い
て
具
体
的
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
本
会
議
や
委
員
会
を
実
際
に
見
て

い
た
だ
き
、
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

（
高
田
）

【
広
報
委
員
会
委
員
】

富
永
訓
正（
委
員
長
）

濱
中
俊
男（
副
委
員
長
）

池
澤
敦　
　
　
野
崎
和
也

金
子
ひ
と
み

高
田
和
登

浜
中
順　
　
　




